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第
15
回
八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
、
10
月
24
日
に
八
郷
町
総
合
運
動
公

園
多
目
的
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
町
制
施
行

50
周
年
記
念
と
し
て
、
例
年
に
も
増
し
て
盛
大
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
広
場
に
は
各
種
団
体
の
模
擬
店
や
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
郷
土
民
俗
芸
能
披
露
や
山
本
譲
二
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
総
合
運
動
公
園
芝
生
広
場
で
第
８
回
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
第
18
回
八
郷
町
健
康
ま
つ
り
が
同
時
開
催
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

町制施行 50 周年記念

第15回八郷ふれあいまつり
が開催されました　

山本譲二歌謡ショー

青空コンサート（柿岡中吹奏楽部）

柿岡舘 獅子舞

真家 みたま踊り

アルパ演奏

柿岡荒宿 ささら舞

片野排禍ばやし

大抽選会



第８回こどもフェスティバル

ハングライダー体験

大縄跳び

ビンゴ大会

仮面ライダーショー

マジックショー

よさこいソーラン

第18回八郷町健康まつり プレゼントコーナー

歯科相談コーナーレストラン「ヘルシー館」（ヘルスメイト）

健康チェックコーナー 赤ちゃんよちよち競争

虫歯のない3歳児表彰





区長会と町執行部
  との行政懇談会

10月27日　役場会議室

　

10
月
27
日
区
長
連
合
会
主
催
に
よ
る
、
区
長
会
と
町
執
行
部
と
の
行
政
懇
談
会
が

役
場
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
各
地
区
の
区
長
会
正
副
会
長
が
出
席
し
、

地
域
か
ら
の
要
望
や
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
の
質
問
事
項
に
つ
い
て
、
町
長
を
は
じ

め
各
担
当
課
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

柿
岡
地
区

片
野
地
区
を
流
れ
る
恋
瀬
川
の

治
水
対
策
に
つ
い
て

●
建
設
課
長

　

恋
瀬
川
の
改
修
工
事
は
半
田
地
内
の

五
輪
堂
橋
か
ら
、
大
増
の
十
日
橋
ま
で

の
延
長
17
㎞
を
平
成
６
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
度
ま
で
に
実

施
し
た
改
修
は
、
土
砂
の
搬
出
５
３
０

㍍
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
１
３
１
５
㍍
、

護
岸
工
事
２
３
０
㍍
で
す
。
今
後
の
改

修
完
了
時
期
は
平
成
20
年
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

金
指
地
内
の
歩
道
未
整
備
箇
所

の
早
期
整
備
に
つ
い
て

●
建
設
課
長

　

こ
の
箇
所
は
川
又
地
内
か
ら
柿
岡
下

宿
ま
で
の
歩
道
整
備
事
業
の
整
備
計
画

に
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
境
界
が
未
確

定
で
あ
っ
た
た
め
、
整
備
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
件
が
解
決
さ
れ
れ
ば

県
に
、
整
備
の
要
望
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

小
幡
地
区

一
之
沢
地
内
の
県
道
月
岡
・
真

壁
線
拡
幅
に
つ
い
て

●
建
設
課
長

　

平
成
16
年
度
中
に
一
之
沢
地
内
か
ら

双
魚
園
付
近
の
１
８
０
㍍
を
整
備
す
る

計
画
で
近
日
中
に
工
事
を
着
手
す
る
予

定
で
す
。
次
年
度
か
ら
も
県
に
要
望
し

て
い
く
予
定
で
す
。

町
道
一
之
沢
・
十
三
塚
線
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

●
建
設
課
長

　

入
り
口
付
近
と
、
出
口
付
近
の
地
権

者
の
方
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
現
在
こ
の
路
線
は
保
留
と
な
っ

て
い
ま
す
。

信
号
機
の
移
設
と
歩
道
の
設
置

に
つ
い
て

●
建
設
課
長

　

下
青
柳
地
内
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
事
業
費
が
大
き
い
た
め
、
該
当
す

る
補
助
事
業
が
あ
れ
ば
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
総
務
課
長

　

南
中
入
口
の
信
号
機
に
つ
い
て
は
、

平
成
16
年
度
中
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

を
、
公
安
委
員
会
と
石
岡
警
察
署
に
確

認
し
て
あ
り
ま
す
。

一之沢付近改良予定箇所

川又川(左 )と恋瀬川の合流箇所
台風23号通過後10月21日撮影





葦
穂
地
区

吉
生
小
学
校
跡
地
利
用
計
画
に

つ
い
て

●
管
財
課
長

　

小
学
校
跡
地
約
５
０
０
０
平
方
㍍
の

内
、
吉
生
公
民
館
と
し
て
約
５
０
０
平

方
㍍
の
ほ
か
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て

利
用
し
て
い
る
以
外
の
場
所
を
、
町
の

建
設
資
材
置
き
場
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。
建
設
資
材
置
き
場
は
、
災
害
時

に
発
生
し
た
も
の
を
置
く
と
か
、
先
日

の
台
風
災
害
時
に
は
、
土
の
う
を
作
る

場
所
と
し
て
利
用
し
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
は
資
材
置
き
場
と
し
て
利
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
雑
草
等
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
定
期
的
に
管
理
し
て
付
近

の
住
民
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。　

恋
瀬
地
区

町
道
の
具
体
的
な
整
備
状
況
に

つ
い
て

●
建
設
課
長

　

町
道
舗
装
新
設
事
業
は
、柿
岡
１
件
、

小
幡
１
件
、
葦
穂
１
件
、
瓦
会
２
件
、

園
部
２
件
、
小
桜
１
件
で
す
。

　

町
道
舗
装
整
備
事
業
は
、柿
岡
２
件
、

小
幡
１
件
、葦
穂
２
件
、園
部
３
件
で
す
。

　

排
水
整
備
事
業
は
、
柿
岡
１
件
、
小

幡
１
件
、
葦
穂
３
件
、
恋
瀬
３
件
、
瓦

会
２
件
、
園
部
２
件
、
林
１
件
、
小
桜

１
件
で
す
。

　

一
般
町
道
整
備
事
業
は
、片
野
地
内
、

宇
治
会
地
内
、
石
野
地
内
、
太
田
地
内
、

東
成
井
下
坪
地
内
、
小
堀
地
内
、
片
岡

地
内
で
す
。
件
数
は
実
施
済
み
、
実
施

中
、
実
施
予
定
を
含
む
数
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
の
狭
あ

い
道
路
の
改
善
に
つ
い
て

●
企
画
課
長

　

市
街
地
や
集
落
の
防
災
・
安
全

な
住
環
境
の
整
備
の
う
え
か
ら
建

築
基
準
法
で
定
め
ら
れ
た
道
路
幅

員
４
㍍
を
確
保
す
る
た
め
に
、
町

道
の
幅
員
が
４
㍍
未
満
の
道
路
で
、

家
屋
や
塀
等
を
新
築
や
改
築
を
す

る
場
合
、
道
路
の
中
心
か
ら
片
側

２
㍍
を
確
保
し
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
の
後
退
用

地
は
、
買
収
か
寄
付
あ
る
い
は
、

無
償
使
用
か
を
町
と
協
議
し
ま
す
。

買
収
と
寄
付
の
場
合
は
、
分
筆
所

有
権
移
転
の
登
記
費
用
の
町
負
担
、

無
償
使
用
の
場
合
は
、
固
定
資
産

税
の
減
免
、
ま
た
塀
等
の
撤
去
費

用
の
一
部
助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

瓦
会
地
区

瓦
会
・
恋
瀬
保
育
所
の
統
合
に

つ
い
て

●
福
祉
課
長

　

平
成
10
年
３
月
に
作
成
し
た
町
の
保

育
所
統
合
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
平
成

14
年
度
に
柿
岡
・
葦
穂
・
林
保
育
所
の

統
合
、
平
成
19
年
度
に
恋
瀬
・
瓦
会
保

育
所
を
統
合
さ
せ
る
計
画
で
し
た
。
そ

の
後
、
恋
瀬
・
瓦
会
保
育
所
の
入
所
児

童
が
激
減
し
た
た
め
、
平
成
14
年
度
に

保
育
所
の
耐
用
年
数
や
敷
地
等
を
考
慮

し
て
、
恋
瀬
保
育
所
で
合
同
保
育
が
で

き
れ
ば
と
い
う
考
え
か
ら
区
長
会
、
保

護
者
の
み
な
さ
ん
と
話
し
合
い
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
同
意
を
得
ら
れ
ず
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
町
全

体
の
公
平
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
効
率
的

な
保
育
所
の
運
営
を
念
頭
に
い
れ
な
が

ら
、
引
き
続
き
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
道
笠
間
・
つ
く
ば
線
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

●
建
設
課
長

　

笠
間
・
つ
く
ば
線
は
、
２
箇
所
（
柿

岡
如
来
寺
付
近
と
有
明
中
前
の
歩
道
工

事
）
を
実
施
中
で
す
。
こ
れ
ら
の
工
事

完
了
後
に
、
要
望
が
で
て
い
る
野
田
地

内
の
工
事
実
施
を
、
県
に
重
点
的
に
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

●
町
長

　

先
に
解
散
し
ま
し
た
石
岡
市
・
美
野

里
町
・
玉
里
村
と
の
４
市
町
村
の
枠
組

み
の
中
で
、
合
併
相
手
を
模
索
し
、
早

急
に
枠
組
み
の
発
表
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
合
併
は
八
郷
町
が
必
要

だ
、
八
郷
町
と
合
併
を
し
た
い
と
い
う

市
町
村
と
合
併
が
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
合
併
に
あ
た
っ
て
は
、
各
区
長

さ
ん
に
も
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
協

議
会
が
設
置
さ
れ
た
場
合
に
は
、
区
長

さ
ん
の
中
か
ら
、
委
員
を
選
任
さ
せ
た

い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

区長会と町執行部との行政懇談会

信号機設置予定箇所

熱心に説明を受ける区長会正副会長





　
園
部
地
区

宿
山
崎
地
内
の
町
道
改
良
と
交

通
規
制
に
つ
い
て

●
建
設
課
長

　

町
道
通
学
路
と
し
て
整
備
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

整
備
に
は
用
地
の
確
保
が
必
要
で
す
の

で
今
後
関
係
区
長
さ
ん
や
、
地
権
者
の

方
の
と
の
話
し
合
い
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

緊
急
措
置
と
し
て
側
溝
の
か
さ
上
げ

と
Ｕ
字
溝
の
ふ
た
の
敷
設
は
平
成
17
年

度
に
で
き
る
だ
け
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
総
務
課
長

　

車
両
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
町
か

ら
通
学
路
の
た
め
ス
ピ
ー
ド
の
緩
和
・

通
行
の
自
粛
の
お
知
ら
せ
の
看
板
を
掲

示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

通
行
車
両
の
時
間
規
制
は
、
他
市
町

村
で
実
施
し
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

今
後
、
石
岡
警
察
署
と
協
議
を
し
て
早

急
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

塚
原
地
内
町
道
の
排
水
対
策
と

改
良
に
つ
い
て

●
建
設
課
長

　

塚
原
地
内
で
は
、
こ
の
箇
所
以
外
の

２
箇
所
を
工
事
予
定
で
す
の
で
、
こ
の

箇
所
は
、
平
成
17
年
度
に
検
討
し
な
が

ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

林
地
区

県
道
石
岡
・
下
館
線
バ
イ
パ
ス

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
建
設
課
長

　

県
の
計
画
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

本
格
的
な
工
事
を
開
始
し
、
３
年
後
を

め
ど
に
全
線
完
了
の
予
定
で
す
。

狩
猟
期
間
中
の
狩
猟
者
の
マ

ナ
ー
と
町
の
指
導
に
つ
い
て

●
農
政
課
長

　

11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で
の
狩

猟
期
間
中
に
家
屋
に
着
弾
す
る
よ
う
な

発
砲
や
、
作
付
け
さ
れ
て
い
る
農
地
へ

の
立
ち
入
り
な
ど
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
て
、
狩
猟
者
が
守
る
べ
き
最
低
限

の
マ
ナ
ー
で
す
。
狩
猟
者
へ
の
指
導
と

し
て
は
、
毎
年
の
講
習
会
や
免
許
の
更

新
、
使
用
者
登
録
の
時
に
県
の
猟
友
会

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
町
内

で
５
人
の
狩
猟
指
導
員
が
巡
回
し
て
指

導
し
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
も
住
民

の
安
全
が
第
一
で
す
の
で
引
き
続
き
猟

友
会
を
通
し
て
、
指
導
の
徹
底
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
桜
地
区

旧
小
桜
保
育
所
前
庭
の
駐
車
場

等
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

●
管
財
課
長　

　

み
な
み
保
育
所
を
建
設
時
に
、
跡
地

利
用
を
県
と
協
議
し
た
結
果
、
厚
生
労

働
省
の
補
助
事
業
で
建
設
し
た
建
物
な

の
で
福
祉
に
関
係
す
る
、
寝
た
き
り
老

人
用
ベ
ッ
ト
の
保
管
場
所
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
屋
根
な
ど
が

い
た
ん
で
い
る
の
で
取
り
壊
し
、
地
元

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

仏
生
寺
か
ら
中
山
の
町
道
改
良

工
事
に
つ
い
て

●
建
設
課
長

　

仏
生
寺
か
ら
中
山
ま
で
の
改
良
計
画

は
あ
り
ま
す
が
、
途
中
に
用
地
の
問
題

が
あ
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。今
後
、

区
長
さ
ん
や
、
関
係
地
権
者
の
方
々
と

協
議
し
な
が
ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

旧
朝
日
小
学
校
跡
地
の
有
効
利

用
に
つ
い
て

●
管
財
課
長

　

用
地
が
町
に
帰
属
す
る
に
あ
た
っ

て
、
地
元
の
方
々
の
協
力
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
で
き
る
限
り
地
域
の
活
性
化

の
た
め
、
地
元
の
意
向
に
そ
っ
た
も
の

を
考
え
て
い
ま
す
。

区長会と町執行部との行政懇談会

塚原地内排水整備要望箇所

旧小桜保育所跡地

旧朝日小学校跡地







　

９
月
13
日
午
前
10
時
か
ら
、
八
郷
町
役
場
会
議
室
を
会
場
に
、
役
場
管

理
職
を
対
象
と
し
た
行
政
暴
力
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

石
岡
警
察
署
橋
本
警
部
を
講
師
に
招
き
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
暴
力
行
為

等
不
当
要
求
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
に
は
、
町
か
ら
工
事
を
受
注
し
て
い
る
建
設
業
者
で
組
織
す

る「
八
郷
町
工
事
安
全
協
議
会
」が
、設
立
総
会
を
開
催
し
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
工
事
現
場
に
必
ず
常
駐
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
工
事
代
理
人
を
会
員
と
し
て
、
工
事
現
場
で
の
事
故
防
止
や
工
事
施
工

に
あ
た
り
町
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
自
主
的
に
研
修
を
行
っ
て
い
く
組
織
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

発
会
式
に
あ
た
り
、
石
岡
警
察
署
の
交
通
規
制
担
当
者
か
ら
道
路
工
事

の
工
事
許
可
条
件
で
の
指
導
事
項
の
説
明
や
通
行
者
の
交
通
妨
害
に
な
ら

な
い
安
全
確
保
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
本
警
部
か
ら

暴
力
団
等
か
ら
の
不
当
要
求
に
関
す
る
実
態
等
の
説
明
が
あ
り
、
工
事
の

事
故
防
止
と
安
全
と
安
心
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
勉
強
会

を
行
い
ま
し
た
。

平
成
16
年
第
４
回
八
郷
町
議
会
臨
時
会

　

平
成
16
年
第
４
回
八
郷
町
議
会
臨
時
会
は
、
10
月
26
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
八
郷
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
同
意
１
件
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

大
槻
光
一
氏

　

八
郷
町
教
育
委
員
の
大
槻
和
夫
氏
の
任
期
が
10
月
26
日
に
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
新
た
に
大
槻
光
一
氏
を
選
任
す
る
案
を
第
４
回
八
郷
町
議
会
臨
時
会
に

提
出
、
満
場
一
致
で
同
意
を
得
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
10
月
27
日
付
で
八
郷
町
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
槻
光
一
氏
は
、
日
本
大
学
法
学
部
を
卒
業
、
旧
つ
く
ば
銀
行
に
入
行
さ
れ

鹿
島
支
店
長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
て
、
現
在
は
、
国
内
信
販
株
式
会
社
に
勤
務
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
民
間
で
培
わ
れ
た
豊
富
な
経
験
と
高
い
識
見
を
も
っ
て
、
八
郷

町
の
教
育
行
政
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
大
槻
氏
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
13
日
、
Ｔ
Ｂ
Ｇ
コ
ー
ス
の

清
掃
及
び
整
備
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
台
風
に
よ
る
落

ち
葉
、
枯
れ
枝
の
清
掃
と
、
大
雨

に
よ
る
流
出
し
た
土
砂
の
補
修
な

ど
を
コ
ー
ス
全
般
に
か
け
て
行
い

ま
し
た
。

　

80
歳
の
高
齢
者
も
含
め
て
、
男

女
40
名
余
の
全
会
員
が
、
く
ま
手

や
ほ
う
き
を
持
ち
寄
り
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

運
動
公
園
に
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｇ
の
ほ

か
に
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
等
各
種

ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
に
町
内
外
か
ら

多
数
の
方
々
が
練
習
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
み
な
さ

ん
が
キ
レ
イ
な
場
所
で
運
動
で
き

る
よ
う
、
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ
ブ
員
が
年

数
回
清
掃
作
業
を
、
実
施
し
て
い

ま
す
。

八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ(

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ)

ク
ラ
ブ
員

が
奉
仕
作
業

TBGコースの清掃

　昭和30年に八郷町が誕生してから平成17
年1月で、町制施行50周年を迎えます。これ
を記念し、昭和30 年の創刊号から最新号まで
の広報やさとを、これからもっと普及するであ
ろうパソコンで、手軽にご覧になれるＣＤを作
成いたします。発売予定は下記のとおりです。
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町制施行50周年記念

行
政
暴
力
学
習
会
開
催
と

八
郷
町
工
事
安
全
協
議
会
が
発
足

　

八
郷
町
・
八
郷
町
議
会
議
員
一

同
が
、
新
潟
県
中
越
地
震
災
害
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る

お
見
舞
い
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
10

万
円
の
義
援
金
を
贈
り
ま
し
た
。

八
郷
町
・
八
郷
町
議
会
議
員

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
者
に

義
援
金



柔
道

●
団
体

　
【
中
学
男
子
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

柿
岡
中
Ａ

　
　

○
準
優
勝　

有
明
中
Ａ

　
　

○
３
位　

園
部
中
Ａ
・
有
明
中
Ｂ

●
個
人

　
【
中
学
男
子
１
年
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

萩
原
克
敏

　
　

○
準
優
勝　

山
崎
慎
也

　
　

○
３
位　
　

鈴
木　

学

　
　
　
　
　
　
　

堀
川
一
也

　
【
中
学
男
子
２
年
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

飯
塚
勇
太

　
　

○
準
優
勝　

橋
本　

航

　
　

○
３
位　
　

小
松
崎
康
平

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
康
哲

　
【
中
学
女
子
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

飯
塚　

彩

　
【
小
学
３
年
以
下
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

柿
沼
幹
太

　
　

○
準
優
勝　

内
田
彩
香

　
　

○
３
位　
　

矢
島
昴
太

　
　
　
　
　
　
　

和
田
泰
斗

　
【
小
学
４
年
男
子
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

下
山
田　

培

　
　

○
準
優
勝　

内
田
元
宗

　
　

○
３
位　
　

有
賀
友
次
郎

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

岳

【
小
学
５
年
男
子
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

大
久
保　

岳

　
　

○
準
優
勝　

水
野
裕
貴

　
　

○
３
位　
　

成
田
祥
樹

　
　
　
　
　
　
　

柿
沼
大
海　

　
【
小
学
６
年
男
子
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

井
浪　

涼

　
　

○
準
優
勝　

関　

拓
馬

　
　

○
３
位　
　

野
田
美
光

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

峻　

　
【
小
学
４
年
女
子
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

井
浪
奈
津
紀

　
　

○
準
優
勝　

仲
内
可
奈

　
　

○
３
位　
　

雨
宮
祥
子

　
【
小
学
５
年
女
子
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

滝　

真
純

　
　

○
準
優
勝　

宮
本
彩
乃

　
　

○
３
位　
　

浜
田
紅
音

　
　
　
　
　
　
　

青
山
和
重

　
【
小
学
６
年
女
子
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

森
作
瑠
依
彩　
　
　

　
　
　
　

第
45
回
町
民
武
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
６
日
総
合
運
動
公
園
内
の
武
道
館
・
体
育
館
・
弓
道
場
で
、

第
45
回
町
民
武
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
柔
道
・
剣
道
・

弓
道
の
３
種
目
で
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
が
参
加
し
て
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。【
敬
称
略
】

剣
道

●
団
体

　
【
中
学
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

南
中
Ａ

　
　

○
準
優
勝　

園
部
中
Ａ

　
　

○
３
位　

柿
岡
中
Ａ
・
園
部
中
Ｂ

　
【
小
学
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

園
部
剣
友
会
Ａ

　
　

○
準
優
勝　

小
幡
剣
道
教
室
Ａ

　
　

○
３
位　
　

林
少
年
剣
道
教
室
Ａ

　
　
　
　
　
　
　

小
幡
剣
道
教
室
Ｂ

●
個
人

　
【
中
学
男
子
一
年
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

田
村
篤
彦

　
　

○
準
優
勝　

中
村
敬
太

　
　

○
３
位　
　

中
島
宏
昌

　
　
　
　
　
　
　

森
田
秀
樹

　
【
中
学
男
子
２
年
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

斉
藤　

巧

　
　

○
準
優
勝　

川
松
達
矢

　
　

○
３
位　
　

久
保
田
誠
司

　
　
　
　
　
　
　

込
山　

豪

　
【
中
学
女
子
１
年
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

緑
川
華
歩

　
　

○
準
優
勝　

田
中
絵
梨

　
　

○
３
位　
　

井
川
結
香

　
　
　
　
　
　
　

箱
根
麻
佑
美

　
【
中
学
女
子
２
年
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

荻
沼
春
奈

　
　

○
準
優
勝　

中
島
智
香

　
　

○
３
位　
　

花
和
弘
美

　
　
　
　
　
　
　

大
槻
美
歩

　
【
小
学
３
年
以
下
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

加
藤　

優

　
　

○
準
優
勝　

高
橋　

優

　
　

○
３
位　
　

沢
畑
加
奈
子

　
　
　
　
　
　
　

奥
庭
和
真

　
【
小
学
４
年
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

田
中
翔
太

　
　

○
準
優
勝　

長
谷
川
円
香

　
　

○
３
位　
　

渋
谷
夏
帆

　
　
　
　
　
　
　

谷
島　

亘

　
【
小
学
５
年
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

斉
藤
友
紀
恵

　
　

○
準
優
勝　

久
保
田
朋
哉

　
　

○
３
位　
　

鈴
木
勇
一

　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

綾

　
【
小
学
６
年
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

大
関
直
人

　
　

○
準
優
勝　

久
保
田
湧
也

　
　

○
３
位　
　

底　

祐
樹

　
　
　
　
　
　
　

飯
島
全
光

弓
道

　
【
団
体
】

　
　

◎
優
勝　
　

石
岡
商
業
Ｂ

　
　

○
準
優
勝　

八
郷
町
Ａ

　
　

○
３
位　
　

石
岡
一
高
Ｂ

　
【
金
的
】

　
　

◎
倉
田
一
成

●
射
詰

　
【
一
般
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

永
吉　

努

　
【
高
校
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

関　

広
行

●
競
射

　
【
一
般
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

永
吉　

努

　
　

○
準
優
勝　

菊
池
政
行

　
　

○
３
位　
　

大
久
保　

亨

　
【
高
校
の
部
】

　
　

◎
優
勝　
　

東　

幹
子　
　
　
　

　
　

○
準
優
勝　

吉
藤
裕
亮

　
　

○
３
位　
　

矢
口
潤
一

●
総
合
優
勝

　
　

◎
優
勝　
　

永
吉　

努

フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム

　

優
勝　
　

柿
岡
キ
ッ
ズ
Ｂ

　

準
優
勝　

つ
く
ば
ね
Ａ

　

第
３
位　

柿
岡
キ
ッ
ズ
Ａ

男
女
混
合
チ
ー
ム

　

優
勝　
　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
４

　

準
優
勝　

八
郷
ク
ラ
ブ
Ａ

　

第
３
位　

ウ
ィ
ナ
ー
ズ
Ａ

女
子
チ
ー
ム

　

優
勝　
　

ベ
ッ
カ
ム
２

　

準
優
勝　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ン

　

第
３
位　

れ
で
い
ず

第5回ソフトバレーボール大会結果

7月11日　総合運動公園体育館





　

こ
の
樹
は
大
正
初
め
に
か
け
て
植
え
ら

れ
た
ら
し
い
。
そ
の
頃
大
正
天
皇
の
ご
即
位

を
記
念
し
て
石
の
校
門
が
建
て
ら
れ
て
い
る

（
大
正
４
年
）。
旧
校
地
の
南
境
近
く
に
植
え

ら
れ
、２
本
の
桜
樹
と
共
に
大
事
に
さ
れ
て
、

運
動
会
に
は
万
国
旗
の
綱
を
張
る
の
に
用
い

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
樹
は
雄
株
で
、

近
隣
の
雌
株
の
結
実
に
役
立
っ
て
い
る
。

恋瀬小学校の
　　　　イチョウ

●
樹
種
名　

イ
チ
ョ
ウ

●
所
在
地　

小
見
８
２
５
番
地

●
管
理
者　

町
立
恋
瀬
小
学
校

●
幹
周　
　

４
・
05
㍍

●
樹
高　
　

26
・
５
㍍

●
推
定
樹
齢　

90
年

八
郷
町
の

　

本
校
に
は
数
本
の
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
が
あ

り
、
今
で
は
こ
の
樹
が
大
き
さ
、
樹
形
共
に

最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。
以
前
は
更
に
大
き
い

も
の
が
校
地
の
西
端
に
偉
容
を
誇
っ
て
い
た

が
、
プ
ー
ル
建
設
の
折
う
し
な
わ
れ
た
こ
と

は
残
念
で
あ
る
。

　

イ
チ
ョ
ウ
は
古
く
か
ら
寺
社
の
境
内
な

ど
に
植
え
ら
れ
、
今
で
は
街
路
樹
や
公
園
樹

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
雄
株
と
雌
株
と

あ
っ
て
、
雄
株
は
春
に
花
粉
を
飛
ば
し
、
雌

柿岡小学校の
　　　　イチョウ

株
は
秋
に
実
を
つ
け
る
。

　

扇
形
の
葉
は
秋
に
な
る
と
黄
葉
が
美
し

く
、
一
霜
で
根
も
と
周
辺
を
落
葉
が
埋
め
尽

く
す
の
も
み
ご
と
で
あ
る
。

●
樹
種
名　

イ
チ
ョ
ウ

●
所
在
地　

柿
岡
２
１
５
９
番
地
の
２

●
管
理
者　

町
立
柿
岡
小
学
校

●
幹
周　
　

３
・
５
㍍

●
樹
高　
　

27
・
５
㍍

●
推
定
樹
齢　

不
詳

東成井小学校のイチョウ

　

イ
チ
ョ
ウ
は
ソ
テ
ツ
に
次
ぐ
古
い
樹
種
で
、
氷
河
期
の
寒
冷
な
気
候
に

耐
え
生
き
残
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
生
き
た
化
石
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
へ
は

中
国
か
ら
渡
来
し
た
と
い
わ
れ
る
。
４
月
末
か
ら
５
月
初
め
に
は
黄
色
い

花
粉
が
風
で
広
い
範
囲
に
飛
び
、
秋
に
は
ぎ
ん
な
ん
を
実
ら
せ
る
。

　

本
校
は
明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
広
福
院
内
に
創
設
さ
れ
、
２
年
後
共

有
地
に
校
舎
の
完
成
と
共
に
移
転
、
東
成
井
尋
常
小
学
校
と
称
し
た
。
そ

の
後
分
教
場
時
代
な
ど
を
経
て
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
現
在
地
に
移
転

し
た
。
こ
の
時
、旧
校
地
に
あ
っ
た
20
年
生
程
の
こ
の
樹
も
移
植
さ
れ
た
。

最
近
傍
ら
の
弟
木
と
合
わ
せ
「
太
郎
樹
」「
次
郎
樹
」
と
名
付
け
、「
い
ち
ょ

う
の
木
の
う
た
」
も
作
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
愛
唱
さ
れ
て
い
る
。

●
樹
種
名　

イ
チ
ョ
ウ

●
所
在
地　

東
成
井
９
９
６
番
地

●
管
理
者　

町
立
東
成
井
小
学
校

●
幹
周　
　

４
・
１
㍍

●
樹
高　
　

22
・
５
㍍

●
推
定
樹
齢　

１
０
０
年







　

献
血
に
ご
協
力
下
さ
い

　

献
血
は
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
そ
し

て
何
よ
り
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
や

る
優
し
い
心
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
12
月
の
献
血
は
次
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

《
実
施
日
時
》

　

12
月
13
日
（
月
）

　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

午
後
3
時
30
分

《
実
施
場
所
》

　

ス
ー
パ
ー
カ
ド
ヤ
（
株
）
八
郷
店

▽
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
持

参
下
さ
い
。

▽
献
血
受
付
の
際
は
、
本
人
確
認
の
た

め
の
証
明
書（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
年
金
手
帳
・
健
康
保
険
証
・
福
祉

手
帳
な
ど
）の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
献
血
は
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
量
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
生
化
学
検

査
を
行
い
本
人
に
通
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
自
分
の
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま

す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

(

43)

６
６
５
５

　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

         

実
施
し
て
い
ま
す

　

ス
ト
レ
ス
社
会
の
今
、
こ
こ
ろ
に
悩

み
を
抱
え
て
い
る
方
や
そ
の
ご
家
族
を

対
象
に
相
談
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

（
相
談
内
容
）

●
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
く
よ
く
よ
し

て
し
ま
う

●
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

●
最
近
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
言

う▽
相
談
内
容
は
一
切
外
部
に
は
も
ら
し

ま
せ
ん
。
ご
希
望
の
方
は
予
約
制
に
な

り
ま
す
の
で
、
八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

《
日
時
》

　

毎
月
第
１
水
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
（
要
予
約
）

▽
ご
相
談
に
は
町
保
健
師
と
病
院
精
神

保
健
福
祉
士
が
応
じ
ま
す
。　

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

(

43)

６
６
５
５

　

訪
問
歯
科
相
談

         
実
施
し
て
い
ま
す

　
「
歯
が
な
く
て
も
命
に
は
か
か
わ
ら

な
い
」と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

口
腔
の
ケ
ア
を
怠
る
と
口
腔
内
の
雑

菌
が
増
え
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

正
し
い
お
口
の
ケ
ア
に
つ
い
て
歯
科

衛
生
士
が
ご
自
宅
へ
出
向
き
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。

《
相
談
ご
希
望
の
方
は
》

　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

電
話　

(

43)

６
６
５
５
ま
で

   

６
つ
の
基
礎
食
品
に
つ
い
て

　
「
６
つ
の
基
礎
食
品
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

食
品
の
選
択
や
食
事
づ
く
り
の
際

に
食
品
を
組
み
合
わ
せ
る
具
体
的
な

方
法
と
し
て
活
用
で
き
る
の
が
、「
６

つ
の
基
礎
食
品
」
と
い
う
分
類
法
で

す
。

　

同
じ
よ
う
な
栄
養
素
を
含
ん
で
い

る
食
品
を
そ
れ
ぞ
れ
６
つ
の
群
に
分

け
、
第
１
群
か
ら
主
菜（
肉
や
魚
の

お
か
ず
な
ど
）
第
２
、
第
３
、
第
４

●八郷町保健センター　電話43－ 6655

けんこう通信
　メールでの相談も受付けています。
　hoken@town.yasato.ibaraki.jp 

群
か
ら
副
菜（
野
菜
の
お
か
ず
な
ど
）

第
５
群
か
ら
主
食
（
ご
飯
な
ど
）
第

６
群
か
ら
油
脂
を
選
ぶ
と
、
多
彩
な

食
品
を
組
み
合
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
が

完
成
し
ま
す
。

　

た
だ
、
全
体
の
食
品
数
が
少
な
い

と
、
必
要
な
栄
養
素
を
確
保
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
多
彩
な
食
品
を
組
み

合
わ
せ
る
た
め
に
「
１
日
30
品
目
」

と
い
っ
た
分
か
り
や
す
い
行
動
目
標

を
あ
げ
て
食
品
数
を
増
や
す
の
も
一

つ
の
工
夫
で
す
。

　

少
し
難
し
い
と
感
じ
る
方
は
、
毎

日
同
じ
食
品
ば
か
り
食
べ
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
知
ら
な

い
間
に
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
ま
す

よ
。

　
　
　
　
　

管
理
栄
養
士　
　

大
山

６つの基礎食品群
食品の種類 主な栄養素

１群
肉、魚、卵、大豆製品

たんぱく質

２群
牛乳、小魚、海草 ミネラル

（カルシウム）

３群
緑黄色野菜

ビタミン

４群
その他の野菜、果物

ミネラル

５群
米、パン、麺、いも

糖　質

６群
油脂

脂　質



　

郷
土
の
自
然
や
歴
史
を
知
る
資
料
に
校
歌
が

あ
り
ま
す
。
各
小
学
校
の
校
歌
に
、

　

○
愛
宕
の
山
に
光
り
さ
し　

水
わ
き
う
た
う

　
　

園
部
川
（
園
部
）

　

○
西
に
筑
波
の
山
な
み
を　

仰
ぐ
ゆ
か
り
の

　
　

鹿
島
台
（
東
成
井
）

　

○
む
ら
さ
き
に
お
う
加
波
筑
波　

む
か
し
を

　
　

し
の
ぶ
瓦
塚
（
瓦
会
）

　

○
遠
く
筑
波
は
紫
に　

た
な
び
く
雲
の
美
し

　
　

さ
（
恋
瀬
）

　

○
高
い
筑
波
の
い
た
だ
き
に　

わ
れ
ら
の
の

　
　

ぞ
み
か
け
な
が
ら
（
葦
穂
）

　

○
紫
け
む
る
筑
波
嶺
を　

わ
れ
ら
の
山
と
あ

　
　

お
ぎ
み
る
（
吉
生
）

　

○
春
は
桜
の
花
の
か
げ　

筑
波
の
山
を
仰
ぎ

　
　

つ
つ
（
林
）

　

○
筑
波
足
尾
が
近
く
に
見
え
る　

庭
に
き
び

　
　

き
び
き
た
え
る
か
ら
だ
（
柿
岡
）

　

○
の
ぼ
る
朝
日
に
映
え
わ
た
る　

筑
波
の
東

　
　

小
幡
郷
（
小
幡
）

　

○
青
葉
の
道
の
行
き
か
え
り　

仰
ぐ
筑
波
の

　
　

け
だ
か
さ
よ
（
小
桜
）

と
あ
り
、
ふ
る
さ
と
の
山
々
と
く
に
筑
波
山
が

う
た
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

筑
波
山
は
万
葉
の
時
代
か
ら
詠う
た

い
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。
明
治
十
一
年
八
月
板
権
御
届
、
茨

城
師
範
学
校
編
輯
『
茨
城
県
地
誌
略
』（
茨
城

県
蔵
版
）
の
総
論
の
な
か
に
、

　
　

雙ソ
ウ
ホ
ウ峰
顔
ヲ
拭
ヒ
テ
、
東
西
ニ
面
ス
ル
モ
ノ

　
　

ヲ
筑
波
山
ト
云
フ
、
新
治
、
筑
波
、
真
壁

　
　

三
郡
ノ
間
ニ
崛ク
ツ
キ起

シ
、
東
ハ
各
所
ノ
岡コ
ウ
ラ
ン巒

　
　

ヲ
ナ
シ
、
北
ハ
足
尾
、
加
波
、
雨
引
諸
山

　
　

ヨ
リ
、
遠
ク
下シ
モ
ツ
ケ野

ノ
境
ニ
連
ル
、
八
州
ノ

　
　

野
紫シ
ス
イ翠
ヲ
艮コ
ン
イ
（
う
し
と
ら
＝
東
北
）

位
ニ
占
ル
モ
ノ
、
独
り
此
山

　
　

ア
ル
ノ
ミ
、
直
立
二
千
二
百
廾
六
尺
、
山

　
　

上
ニ
筑
波
神
社
ア
リ　
　
　
　

、
雙
祠
東

　
　

西
ニ
対タ
イ
ジ峙
ス
、
云
〃

と
あ
り
、
新
治
郡
の
節
に
、

　
　

筑
波
山
ハ
、
西
境
ニ
屹キ
ツ
リ
ツ立

シ
、
足
尾
、
加

　
　

波
ノ
両
山
共
北
ニ
連
リ
、
山
勢
東
ニ
転
ジ

　
　

テ
、
吾
国
、
南マ
マ

台
ノ
ニ
山
ト
ナ
リ
、
西
茨

　
　

城
ノ
界
ヲ
限
レ
リ
、
筑
波
ノ
余
脈
、
南
ニ

　
　

入
リ
テ
、
閑
居
山
ト
ナ
リ
、
其
傍
か
た
わ
らニ
竜

　
　

神
山
ア
リ
、
共
ニ
郡
ノ
中
央
ニ
峙
立
セ
ル

　
　

高
峰
ナ
リ
、

と
あ
り
ま
す
。

　

小
幡
の
宝
薗
寺
門
前
に
「
筑
波
山
碑
」
が
あ

り
ま
す
。
片
野
村
の
綿
引
秀
親
（
武
兵
衛
、
正

寿
軒
）
が
、
筑
波
山
神
を
深
く
敬
畏い

し
、
衆
民

の
安
寧
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
た
碑
文
を
山
上

八
郷
の
歴
史　
(44)

に
刻
銘
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
下
林
の
毛
龍

山
人
勝
徳
如
と
談
じ
、
そ
の
碑
文
を
江
戸
に
あ

っ
た
守
山
藩
儒
戸
崎
淡
園
に
懇
請
し
た
も
の
で

す
。
碑
文
は
竪
四
尺
、
横
二
尺
八
寸
の
銅
板
に

鋳
成
、
文
字
を
鐫ほ

り
、
長
八
尺
余
の
大
石
の
面

を
穿
う
が
ち
て
、
中
に
銅
板
を
嵌は
め

た
も
の
で
、
故
あ
っ

て
山
上
に
た
て
る
に
至
ら
ず
、
秀
親
歿
後
、
宝

薗
寺
の
門
前
に
安
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
碑
文

に
つ
い
て
は
加
藤
惟
徳
著
「
筑
波
山
碑
銘
国
字

解
」（
小
松
崎
永
治
家
文
書
）
が
あ
り
ま
す
。

　

神
郡
石
井
脩
融
編
「
筑
波
山
詩
集
」
に
上
曽

臼
井
教
美
の
筑
波
山
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
（
水
戸
秋
山
高
志
氏
御
教
示
）。

　
　

東
海
標
出
筑
波
山　

鐘
霊
長
鎮
宇
宙
間

　
　

仰
止
双
峯
何
嵂
崋か　

千
尋
万
尋
不
易
挙

　
　

嘗
聞
神
世
浩
却
中　

二
皇
降
鸞
ト
行
宮

町
史
編
さ
ん
専
門
委
員　

近
現　

青
木　

光
行

筑
波
山
と
や
さ
と

図書室からのご案内

○児童図書

チコはうそつき？　　　　　浜　たかや

子だぬきタンタの化け語　　　森山　京

ぼくが空をとぶ日　　　　　　伊東　信

てのひらのピーコ　　　　　岸川　悦子

あしたはなにしてあそぼうか

　　　　　　　　　　　　吉本　直志郎

カモメが光ってとんだ　　北村　けんじ

ブンとエイととうちゃんと　高科　正信

まほうの青いノート　　　竹田　まゆみ

こねこのクリスマス　　なかえ　よしを

だんだんのぼれば　　　　多田　ヒロシ

ちびねずみのひっこし　　　竹下　文子

おつきさんのき　　　　　　　長　新太

あそぼう　　　　　さいとう　やすひさ

おとうさんとさんぽ　にしかわ　おさむ

たけとんぼありがとう　しみず　みちを

はなはどこにいったの　　　　葉　祥明

ゆうやけいろのかさ　　　　岸川　悦子

きつねをつれてむらまつり

　　　　　　　　　　　こわせ　たまみ

プルプルのたまご　　　　　塩田　守男

いちごばたけでつかまえた　清水　達也

　　

※図書室の未返却本が 300 冊以上あ

ります。お心あたりのある方は、返

却していただきますようお願いいた

します。

※紙芝居も多数ありますので、ぜひ

ご利用ください。

八郷町中央公民館  電話 43－6262

○本の貸し出しは 1人当たり 1
回 5冊までです。
○貸し出し期間は 2週間です。
土･日もご利用できます。

今
県
社

二
列
フ





●まちの話題できごと

異業種青年交流会を開催

すばらしい演奏に魅了 陶器まつりでにぎわう

中学生が林業を体験
　10 月 16 日、

茨城県農業研究

クラブ協議会主

催による異業種

青年交流会が、

恋瀬地区の大塚

ふるさとコミュ

ニティセンターで開催されました。

　ヤサトアグリカルチャークラブ所属の農業青年

10名と、水戸市ほかの都市部から事務職、学生な

どさまざまな分野の青年男女10名が集まり、杵
きね

と

臼
うす

を使って餅つきを体験しました。お昼には、

きな粉餅と豚汁が完成。一行はおいしい昼

食を囲んで、交流会を楽しみました。

　10月16日、第８回八郷町芸術祭「おしゃ

べりコンサート」が、ＮＨＫ交響楽団団友オーケス

トラを迎えて八郷町立中央公民館で開催されました。

　洗練された迫力あるステージは観客を魅了。Ｎ響

団友の皆さんと、八郷町在住のギタリスト・飯田明

さん、ソプラノ歌手の名古屋木
このみ

実さんによるジョイ

ントステージもあり、会場からは大きな拍手がわき

あがっていま

した。演奏者

と観客が一体

となり楽しめ

たコンサート

でした。

第7回や

さと陶器まつ

りが、フラワー

パーク駐車場で

10月16・17日

の 2日間、開

催されました。

　今回は6名

の陶芸家が出店。規模は小さかったものの、多くの

来場者がありました。埼玉県から観光に来たという

女性は「たまたまフラワーパークに立ち寄って、陶

器まつりが開催されていてることを知りました。好

きなガーデニングで使いたいので」と話し、陶器の

ショッピングを楽しんでいました。

　10月6日、ＪＡや

さと主催の林業体験

学習が恋瀬地区小見

地内の山林で行われ

ました。

　森の大切さを学ぶ

ことを目的として実

施したもので、東京

都江戸川区立二之江

中学校の生徒たち約

180名が参加。講師

から指導を受けながら、枝打ちや間伐を行い

ました。生徒たちは初めての体験にとまど

いながらも、作業に奮闘していました。

　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
新
治
地
区

大
会
が
、10
月
23
日
に
県
立
消
防
学
校（
茨

城
町
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
八
郷
町
か

ら
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
第
２
分
団

第
４
部
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
第
５
分
団

第
４
部
の
皆
さ
ん
が
出
場
し
、
敢
闘
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
役
場
駐
車
場
で
夜
、
練

習
を
重
ね
て
き
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

　

新
治
地
区
大
会
で
健
闘

　

菊
地
四
郎
顕
彰
受
賞
式
が
11
月
３
日
、

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
の
建

設
に
功
績
が
顕
著
だ
っ
た
か
た
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
月
岡
の
萩
原
正
雄
さ

ん
で
、
地
元
の
環
境
美
化
に
努
め
、
住
民

の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
菊
地
四
郎
顕
彰

萩
原
正
雄
さ
ん
（
月
岡
・
75
）





らい、大勢のお客さんが来てくれることを期待します」

と話していました。

　

広
報
や
さ
と
の
14
・
15
㌻
「
み
ん
な
の

広
場
」
習
字
コ
ー
ナ
ー
、
や
さ
と
文
芸
、

わ
た
し
も
一
言
、
イ
ラ
ス
ト
へ
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

広
報
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

小中学校音楽発表会開催
　八郷町教育研究会（甲忠男会長）主催による八郷

町小中学校音楽発表会が、10月８日に八郷町立中

央公民館で開催されました。この発表会は音楽を愛

する心を育て、音楽活動の能力を伸ばすとともに、

豊かな感性と情操を養うことをねらいとして、毎

年開催されています。今年は町内の小中学校14校

から566名の児童・生徒が参加。合唱や合奏、吹

奏楽などの演

奏が行われ、

息の合ったす

ばらしい歌声

や音色が会場

いっぱいに響

いていました。

　10 月 17 日、

生涯学習課主催

の吾国山ハイキ

ングが町内小学

生を対象に行わ

れました。これ

は、ハイキング

をとおし、自然に触れながら友情を深め、子どもた

ちの豊かな心を育むことを目的として行われたもの

です。当日は24名が参加。秋晴れの空のもと、板

敷山大覚寺をスタート。ゴールの吾国山洗心館を目

指し、およそ6キロの道のりを元気よく歩きました。

洗心館ではバーべキューが用意され、子どもたちは

お肉や焼きそばに舌鼓を打ちました。

観光果樹ＰＲ作戦 !
　柿・みかん・りんごなどの観光シーズンを迎え、各報

道機関を対象とした観光果樹ＰＲ会（八郷町観光果樹組

合主催）が、10月1日に小幡地区十三塚地内の果樹園

で行われました。

　今年は天候に恵まれ、果実の色づきが早く、とてもよ

い出来。くだもの狩りなど果樹観光の繁盛が期待される

ところです。ところが、不景気を反映して集客が難しい

というのが現状。そこで、毎年この時期、八郷町観光果

樹組合では新聞記者を招き、ＰＲ会を行っています。

　ＰＲ会では、記者と同組合の皆さんとの懇談会のほか、

ＰＲのための写真撮影会を開催。さわやかに晴れ渡った

秋空のもと、3名の町民モデルが果物狩りをする様子を

記者の皆さんに撮影していただきました。

　同組合長の今橋隆さんは「記者の皆さんに宣伝しても

●まちの話題できごと

■
訂
正　

広
報
や
さ
と
10
月
号
・
６
㌻
の

中
段
、
人
間
ド
ッ
ク
検
査
項
目
の
⑨
「
消

火
器
検
査
」
は
、「
消
化
器
検
査
」
の
誤

り
で
す
。
同
14
㌻
・
俚
謡
３
句
目
の
関
清

志
さ
ん
の
住
所
「
青
田
」
は
「
川
又
」
の

誤
り
で
す
。
訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

県
議
会
議
員
杯

八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会
結
果

期
日　

10
月
23
日
（
土
）

会
場　

八
郷
町
総
合
運
動
公
園
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部
▽
優
勝　

山
崎
実
（
瓦
谷
）
▽

準
優
勝　

木
村
文
治
（
山
崎
）
▽
三
位　

松
浦
秀
雄（
真
家
）▽
四
位　

小
松
清（
瓦

谷
）
▽
五
位　

鈴
木
昌
平
（
大
増
）

女
子
の
部
▽
優
勝　

石
橋
利
子
（
大
塚
）

▽
準
優
勝　

森
田
滋
子
（
大
増
）
▽
三
位

久
保
田
英
子（
瓦
谷
）　　
　
　
【
敬
称
略
】

吾国山ハイキング

◆
お
知
ら
せ　

去
る
10
月
９
日
に
行
わ
れ

る
予
定
で
し
た
第
４
回
や
さ
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
は
、
前
日
降
り
続
い
た
雨
に
よ

る
河
川
増
水
の
た
め
、
開
催
は
危
険
と
判

断
。
今
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。





習
字
コ
ー
ナ
ー

　
　

短　

歌　
　
　
　
　
　

大
塚　

誠　

選

彼
岸
会
の
実
家
の
裏
の
棗
な
つ
め
の
実
び
っ
し
り
な
っ
て
枝し

だ垂
れ
輝
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
岡　

萩
原　

照
子

溜
息
と
共
に
廻め
ぐ

り
し
ロ
マ
ノ
フ
の
秘
宝
眩
し
き
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
展　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

荒
井　

幸
子

筑
波
嶺
に
一
す
じ
の
雲
絵
の
よ
う
で
朝
の
散
歩
に
腕
も
伸
ば
し
た　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
戸　

浅
野
千
重
子

　
　

俳　

句　
　
　
　
　
　

綿
引　

鼓
峰　

選

や
さ
と
の
穂
て
ふ
酒
あ
り
て
十
三
夜　
　
　
　
　
　

川
又　

川
又　

渓
二

白
萩
に
降
る
雨
な
れ
ば
音
も
な
く　
　
　
　
　
　
　

吉
生　

土
佐　

汀
風

秋
天
に
球
が
舞
ひ
と
び
万
華
鏡　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

坂
本
き
み
子

　
　

俚　

謡　
　
　
　
　
　

鈴
木　

弦
月　

選

荒
れ
る
海
原
気
遣
い
乍な
が

ら
無
事
を
祈
願
の
漁
師
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
林　

岡
﨑　

よ
し

苦
労
続
き
で
生く

ら活
し
た
姑は
は

に
残
る
余
生
を
尽
く
す
嫁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
林　

加
藤　

弥
生

吾
は
海
の
子
つ
い
口
ず
さ
み
一
人
浜
辺
の
夕
涼
み

下
林　

小
野
瀬
午
風

柿
岡
小
二
年　

萩
原　

あ
い

太く書くとよい作品
になります。

柿
岡
小
五
年　

大
久
保　

晋
矢

すなおな線で美しい
作品です。

●
や
さ
と
文
芸

みんなの広場

●皆さんが作る
ページです。
作品をお寄せく
ださい。

評　

玄
潮
会
理
事　

森　

浩
亭





●

【
材
料
４
人
分
】
○
白
菜
（
外
葉
か
ら
は
が
し
て
）
８
枚

○
豚
肉
こ
ま
切
れ 

２
０
０
ｇ
○
し
い
た
け 

３
個
○
エ
リ

ン
ギ 

１
本
○
し
め
じ 

１
房
○
に
ん
じ
ん 

１
／
２
本
○
ね

ぎ 

２
本
○
調
味
料
Ａ
（
鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ
の
素 

小
さ
じ
１
・

塩 

少
々
・
サ
ラ
ダ
油 

大
さ
じ
１
・
水 

１
カ
ッ
プ
）
○
調

味
料
Ｂ
（
湯 

１
カ
ッ
プ
・
鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ
の
素 

小
さ
じ

１
・
酒 

大
さ
じ
２
・
し
ょ
う
ゆ 

大
さ
じ
２
・
塩 

少
々
・

片
栗
粉 

大
さ
じ
１
と
１
／
２
）
○
豆
板
ジ
ャ
ン 

大
さ
じ

１
○
ご
ま
油 

小
さ
じ
１

【
作
り
方
】
①
白
菜
は
洗
っ
て
芯
と
葉
の
境
に
Ｖ
字
型
に

切
り
目
を
入
れ
、
芯
と
葉
に
分
け
る
。
葉
は
ざ
く
切
り
、

芯
は
根
元
を
上
に
し
、
７
〜
８
㎜
に
細
く
切
り
、
水
気
を

切
る
。
②
豚
肉
を
細
か
く
切
り
、
き
の
こ
類
、
に
ん
じ
ん
、

ね
ぎ
は
粗
い
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。
③
鍋
に
水
１
カ
ッ
プ

を
煮
立
て
、
調
味
料
Ａ
と
白
菜
の
芯
を
底
に
並
べ
る
よ
う

に
入
れ
、
ふ
た
を
し
て
強
火
で
２
〜
３
分
ゆ
で
る
。
次
に

葉
を
の
せ
、
ふ
た
を
し
て
し
ん
な
り
す
る
ま
で
蒸
す
。
④

白
菜
を
ざ
る
に
上
げ
て
広
げ
、
ゆ
で
汁
を
切
る
。
⑤
熱
し

た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
、
豆
板
ジ
ャ
ン
を
中

火
で
炒
め
る
。
豚
肉
を
加
え
強
火
で
炒
め
、
に
ん
じ
ん
、

き
の
こ
類
、
ね
ぎ
の
順
に
加
え
て
，
炒
め
合
わ
せ
る
。
や

わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
、
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
い
た
調
味
料
Ｂ

を
か
ら
め
て
、
仕
上
げ
に
ご
ま
油
を
ふ
る
。
⑥
皿
に
白
菜

を
盛
り
、
あ
ん
を
か
け
て
、
混
ぜ
な
が
ら
食
べ
る
。

イ
ラ
ス
ト

わ
が
家
の

　
　
　

ア
イ
ド
ル


家
族
か
ら
の
一
言

　

と
っ
て
も
活
発
で
元
気
な
女
の
子

で
す
。
動
物
が
大
好
き
で
、
家
で
飼

っ
て
い
る
犬
や
猫
と
毎
日
遊
ん
で
い

ま
す
。

　

優
し
く
素
直
な
子
に
育
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

食生活改善推進員
（ヘルスメイト）
小松﨑 やい子（柿岡）

平
成
15
年
６
月
６
日
生
ま
れ

柿岡　久保田莉奈

みんなの広場

鈴
木　

結ゆ

め愛
ち
ゃ
ん

柿
岡

父　

俊
秀
さ
ん　

母　

京
子
さ
ん

須釜　塩谷節子P.N　ミツ

P.N　ナウシカ柿岡　小松﨑理沙 P.N　エビ

わ
た
し
の
手
料
理

細切り白菜の
ピリ辛あんかけ





3つの答えの中から正解を選びハガキに書いて
送ってください。
①第15回八郷ふれあいまつりで歌謡ショーを
行ったのはだれですか？
　Ａ－北島三郎　　Ｂ－山本譲二
　Ｃ－鳥羽一郎
②八郷の歴史の中で取り上げられている、山は
次のどれでしたか？
　Ａ－加波山　Ｂ－筑波山　Ｃ－吾国山　
③6つの基礎食品群の中で、１群の主な栄養
素は次のどれですか？
　Ａ－たんぱく質　　Ｂ－糖質　　Ｃ－脂質

【応募の方法】

☆ハガキに広報クイズ200と書き、答えの記
号（例①－Ａ）、住所、氏名、年齢、世帯主名
と「私もひとこと」へのご意見や広報の感想な
どを書いて送ってください。イラストなども大
歓迎。
☆締切日　平成16年12月15日（当日消印有効）
☆応募先　〒315-0195　八郷町柿岡5680-1
　　　　　　八郷町役場秘書広聴課
☆当選者の発表　　本紙１月号

［広報クイズ198の当選者の発表］

正解は①－Ｂ、②－Ｃ、③－Ｃでした。応募総
数43通、正解31通の中から次の10人が当
選しました。
浅野真未（柿岡）久保田莉奈（柿岡）鴻巣満（小
野越）斉藤夏美（山崎）桜井洋子（小倉）塩谷
節子（須釜）田口可奈（柿岡）細谷光夫（片野）
三浦毬愛（山崎）横尾優子（片野）【敬称略】

全問正解者のなかから抽選
で素敵な賞品が当たるよ

広報クイズ200

広報やさとは、町内の常陽銀行、水戸信用金庫、各郵便局、コンビニエンスストアー（セイコーマート各店、セブンイレブン）、恋瀬出張所、園部出張所に置いてあります。

●
発
行
／
八
郷
町
役
場
●
編
集
／
秘
書
広
聴
課
・
茨
城
県
新
治
郡
八
郷
町
柿
岡
5680-1

●
TE
L0299-43-1111（

内
線
1343）

●
FA
X0299-43-6732

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

●
Ｅ
－
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
　
in
fo
@
to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

●
ｉ
モ
ー
ド
版
　
h
ttp
://w

w
w
.to
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シクラメンオークション開催日
町民無料ご招待

当日この広報紙を入園窓口にご提示ください。
3名まで無料で入園できます。切り離すと無効です。

１ ２ ３

入園確認印 入園確認印 入園確認印

平成16年12月５日当日限り有効

シクラメンまつり
11月27日（土）～12月5日（日）

茨
城
県 

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

シクラメンまつり期間中のイベント
11月27日（土）・28日（日） シクラメン人気コンテスト

11月27日（土）

　～12月5日（日）

シクラメン展

シクラメン特別販売

キャンドルとリース展

繭クラフト作品展

12月5日（日）
　11時～・13時30分～

体験教室（キャンドル作り）

12月5日（日）13時～ 園芸教室（シクラメンの楽しみ方）

12月5日（日）13時30分～ シクラメンオークション



　

今
年
は
、
夏
か
ら
10
月
か
け
て

日
本
各
地
で
集
中
豪
雨
や
、
台
風

の
観
測
史
上
多
と
な
る
上
陸
、
そ

し
て
新
潟
中
越
地
震
と
予
想
も
つ

か
な
い
自
然
災
害
が
連
続
し
ま
し

た
。
当
町
で
も
、
台
風
の
影
響
で

や
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
中

止
と
な
っ
た
り
、
台
風
23
号
通
過

時
に
は
、
恋
瀬
川
下
流
地
区
の
住

民
に
対
し
て
町
始
ま
っ
て
以
来
の

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

幸
い
被
害
は
軽
微
で
床
下
浸
水
が

2
戸
、
道
路
へ
の
倒
木
、
土
砂
の

流
出
が
数
カ
所
で
発
生
し
た
だ
け

で
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
各
地
で
、

被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
Ｗ
）

　

台
風
や
地
震
災
害
で
避
難
生
活

を
送
る
方
々
の
様
子
を
見
る
に
つ

け
、
早
く
も
と
の
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

便
利
な
生
活
に
慣
れ
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
送
っ
て
い
る
今
の
普
通

の
生
活
が
、
実
は
と
て
も
幸
せ
な

こ
と
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
何
の

災
害
対
策
も
備
え
て
い
な
い
わ
が

家
。
防
災
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
、
最
低

限
の
も
の
く
ら
い
は
用
意
し
よ
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
。（
Ｓ
）


